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『
還
丹
秘
訣
養
赤
子
神
方
』
『
抱
一
画
三
秘
訣
』

ー
!
内
丹
諸
流
派
と
全
真
教
の
融
合
の
一
様
相
|
|

と

下松てつに
金
の
王
重
陽
に
よ
り
開
か
れ
た
全
真
教
は
、
現
在
で
も
道
教
に
お

剖
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
。
こ
の
全
真
教
は
禅
宗
の
影
響
を
大
き

三
く
受
け
て
い
る
点
に
特
色
を
持
つ
が
、
全
真
教
に
先
行
し
て
や
は
り

↓
頓
悟
を
重
視
し
た
一
派
が
あ
っ
た
。
北
宋
の
張
伯
端
か
ら
始
ま
る
内

問
丹
道
の
一
派
で
あ
る
。
両
派
は
南
宋
の
滅
亡
を
機
に
融
合
し
て
い
き
、

μ
後
世
、
張
伯
端
の
一
派
は
南
宗
、
こ
れ
に
対
し
て
王
重
陽
以
下
の
全

片
J

h

1

〕

和
真
教
は
北
宗
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

粁
も
っ
と
も
金
具
教
に
前
後
し
、
宋
代
に
展
開
し
た
内
丹
の
流
派
は

時
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
許
明

-R 
一
村
道
『
還
丹
秘
一
訣
養
赤
子
神
方
』
(
道
蔵
第
一
一
一
一
冊
。
以
下
『
養
赤

間
子
神
方
』
と
略
記
)
に
は
張
天
宣
か
ら
始
ま
る
系
譜
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
全
真
教
や
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
と
は
ま
た
別
の
系
統
の
存

引
在
が
知
ら
れ
て
い
足
。
し
か
し
全
真
教
が
流
行
し
て
い
く
中
、
張
伯

は
じ
め
に

に
つ
い
て

松

道

下

信

端
の
影
響
を
受
け
る
内
丹
道
を
除
き
、
こ
う
し
た
他
の
内
丹
道
諸
流

派
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
と
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
抱
一
函
三
秘
訣
」
(
道
蔵
第

一
三
一
一
冊
)
は
、
元
代
に
全
真
教
の
道
士
・
金
月
般
に
よ
り
編
纂
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
『
抱

一
函
三
秘
訣
』
は
『
養
赤
子
神
方
』
を
元
に
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道

の
教
説
を
加
え
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
こ
の
改
変
に
つ
い
て
も
金
月
巌
自
身
で
は
な
く
、
南
宋
の

道
士
、
粛
応
由
主
の
周
辺
で
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の

『
抱
一
函
三
秘
訣
』
の
編
纂
は
い
く
つ
か
の
内
丹
道
の
流
派
が
複
雑

に
絡
み
合
う
中
で
全
真
教
へ
と
融
合
し
て
い
く
歴
史
的
経
緯
を
反
映

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

本
論
考
で
は
、
『
養
赤
子
神
方
』
と
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
、
そ
し
て

繭
応
受
の
『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
経
内
義
』
(
道
蔵
第
四
三
一
四
四



2

冊
。
以
下
『
度
人
経
内
義
』
と
略
記
)
の
三
番
を
手
が
か
り
と
し
て
、

2

宋
・
金
か
ら
元
に
か
け
て
の
全
真
教
を
取
り
巻
く
、
い
わ
ゆ
る
南
宗

を
は
じ
め
と
す
る
諸
流
派
の
消
長
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

一
、
『
養
赤
子
神
方
』
に
つ
い
て

一
・
一
『
養
赤
子
神
方
』
に
見
え
る
伝
授
に
つ
い
て

ま
ず
許
明
道
『
養
赤
子
神
方
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

「
養
赤
子
神
方
』
は
千
六
百
字
弱
か
ら
な
る
短
い
内
丹
書
で
、
当

時
隆
盛
し
て
い
た
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
と
は
別
の
系
譜
を
取
る
こ

と
が
す
で
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。
本
書
が
記
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て

は
許
明
道
の
序
文
が
簡
潔
に
記
し
て
い
る
の
で
確
認
し
て
お
く
。

僕
昨
淳
臨
一
年
間
自
り
、
方
外
に
出
遊
し
、
遍
く
高
人
に
恭
じ
、

久
視
長
生
の
道
を
慕
ふ
。
偶
た
ま
裏
部
の
聞
を
経
由
し
、
随
州

の
桐
栢
山
に
至
り
、
由
民
師
に
遇
ふ
を
得
た
り
。
姓
は
彰
、
名
は

夢
窪
、
字
伯
玉
、
部
州
の
人
な
り
。
是
に
於
い
て
准
演
廟
中
に

て
、
香
を
娃
き
、
脆
し
て
金
液
還
丹
の
道
を
受
く
。
先
生
囲

気
ず

像
を
除
く
の
外
、
並
び
に
是
れ
口
に
て
侍
へ
心
に
て
受
け
、
曾

て
之
を
竹
吊
に
寄
せ
ず
。
僕
聞
く
な
ら
く
近
世
道
を
事
ぶ
の

士
、
往
往
に
し
て
異
名
穿
道
の
惑
を
被
り
て
、
大
丹
を
成
す
者

は
鮮
し
。
遂
に
謎
責
を
僻
せ
ず
、
先
生
の
道
を
以
て
、
係
自
に

分
列
し
、
以
て
後
撃
に
示
し
、
道
を
進
む
根
基
と
矯
す
。
之
を

情
め
、
庶
く
は
速
成
す
べ
か
ら
ん
こ
と
を
。
(
『
養
赤
子
神
方
』
序
、

一

)

こ
こ
で
は
、
許
明
道
が
淳
照
年
間
(
一
一
七
四
l

八
九
)
に
各
地
を

雲
遊
し
た
後
、
随
州
(
湖
北
省
)
の
桐
栢
山
に
て
彰
夢
蓮
(
部
州
[
湖

北
省
]
人
)
よ
り
金
液
還
丹
の
道
を
授
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
彰
夢
慈

は
図
像
を
用
い
、
「
口
に
て
侍
へ
心
に
て
受
け
」
る
、
す
な
わ
ち
口
伝
・

心
授
に
よ
り
道
を
伝
授
す
る
だ
け
で
、
文
字
に
表
す
こ
と
が
な
か
っ

た
が
、
最
近
、
努
門
に
惑
う
人
が
多
い
の
で
本
書
を
著
し
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
謎
責
を
僻
せ
ず
」
と
い
う
の
は
、

当
時
、
内
丹
の
秘
伝
を
書
物
な
ど
の
形
で
公
開
す
る
こ
と
は
禁
忌
と

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
謎
を
恐
れ
ず
公
開
し
た
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
『
養
赤
子
神
方
」
の
撰
述
は
ち
ょ
う
ど
内

丹
道
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
出
版
化
や
公
開
へ
と
進
み
つ
つ
あ
る
時

期
に
当
た
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

彰
夢
惑
と
許
明
道
の
属
す
る
系
譜
に
つ
い
て
は
、
『
養
赤
子
神
方
』

の
末
尾
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
「
修
真
伝
派
」
が
参
考
に
な
る
。
原
文

の
ま
ま
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

張
天
畳
、
字
子
正
、
調
人

彰
夢
慈
、
字
伯
玉
、
萄
人

新
臆
史
、
字
潤
清
、
一
ニ
山
人

許
子
微
、
字
明
道
、
山
西
人



林
一
冗
鼎
、
字
正
夫
、
二
一
山
人
(
「
修
真
伝
派
」
、
六
)

こ
こ
に
彰
夢
遜
と
許
明
道
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
、
こ
れ

は
『
養
赤
子
神
方
』
の
師
承
関
係
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
こ
れ
は
若
干
注
意
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。

張
天
史
お
よ
び
彰
夢
蓮
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
く
、
ど
の
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
次
に
挙
げ
ら
れ
る

間
滞
応
曳
は
『
度
人
経
内
義
』
を
残
し
て
お
目
、
冒
頭
に
あ
る
宝
慶
二

引
年
(
一
二
三
ハ
)
の
上
表
か
ら
粛
応
受
が
上
清
大
洞
玄
都
三
景
法
師
、

山
ま
た
観
復
子
と
も
称
し
、
南
宋
理
宗
期
ご
ろ
に
活
躍
し
た
道
土
で

〈

{

工

に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
粛
応
史
『
度
人
経
内
義
』
の
巻
末
に

利
は
、
や
は
り
上
に
名
前
が
挙
が
る
林
元
鼎
に
よ
る
「
内
義
丹
旨
網
目

到
挙
一
安
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
門
人
梅
巌
林
元
鼎
正
夫
述
と

↓
い
い
、
煎
応
由
主
を
観
復
先
生
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
粛
応
曳
と
林

陶
元
鼎
は
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

リ
ハ
一
方
、
『
養
赤
子
神
方
』
「
修
真
伝
派
」
で
は
粛
応
曳
が
許
明
道
の

柑
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
粛
応
曳
が
立
場
上
、
許
明
道
よ
り
上

梓
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
な
れ
ば
可
能
性

糊
と
し
て
は
、
彰
夢
遼
と
新
応
受
は
兄
弟
弟
子
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は

問
後
に
改
め
て
許
明
道
が
新
応
受
の
下
に
師
事
し
た
か
、
も
し
く
は
許

阿
国
明
道
よ
り
先
に
粛
応
曳
が
彰
夢
蓮
に
師
事
し
た
兄
弟
弟
子
の
よ
う
な

関
係
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
『
養
赤
子
神
方
』
や
「
度
人

3
 

2

経
内
義
』
に
は
許
明
道
が
新
応
受
に
師
事
し
た
と
い
う
記
載
は
な
く
、

ま
た
許
明
道
が
彰
夢
遮
に
師
事
し
た
淳
照
年
聞
か
ら
粛
応
受
が
『
度

人
経
内
義
』
を
著
し
た
宝
慶
二
年
ま
で
は
最
低
で
も
四
十
年
近
く
が

経
っ
て
い
る
。
断
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
粛
応
受

が
彰
夢
遮
と
同
世
代
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
こ
こ
で
は
後
者
の

許
明
道
と
兄
弟
弟
子
の
関
係
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
以
下
、
『
養
赤
子
神
方
」
の
内
容
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
こ
う
。

一
・
ニ
「
養
赤
子
神
方
』
の
内
丹
説

『
養
赤
子
神
方
』
は
「
神
室
」
・
「
刻
漏
」
・
「
時
曇
」
「
追
二
采
」
「
会

三
性
」
・
「
族
五
行
」
・
「
進
火
」
・
「
温
水
」
・
「
脱
胎
」
・
「
神
化
」
の
全

十
章
か
ら
な
る
が
、
そ
の
功
法
は
三
段
階
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
神
室
に
お
い
て
薬
物
を
生
成
す
る
段
階
、

②
進
火
温
水
に
よ
り
薬
物
を
身
体
に
め
ぐ
ら
せ
、
聖
胎
を
創
造
す

る
段
階
、
そ
し
て
③
聖
胎
を
身
体
よ
り
出
し
、
堅
固
に
す
る
段
階
で

あ
る
。
以
下
、
こ
の
三
つ
の
段
階
に
従
い
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
確

認
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

①
神
室
に
お
い
て
薬
物
を
生
成
す
る
段
階

『
養
赤
子
神
方
」
は
神
室
を
き
わ
め
て
重
視
す
る
。
そ
れ
は
「
寓

神
緊
曾
の
府
、
金
丹
を
修
煉
す
る
の
要
」
(
「
神
室
」
、
一
裏
)
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
神
室
は
、
心
腎
・
肝
肺
の
問
、
牌
臓
の
近
く
、



4

絡
{
昌
(
陰
鼎
)
と
黄
庭
(
陽
炉
)
の
間
に
あ
り
、
上
に
は
絡
宮
(
陰

2

鼎
)
が
、
下
に
は
黄
庭
(
陽
炉
)
が
位
置
す
る
。
そ
の
わ
ず
か
な
部

位
が
神
室
で
あ
り
、
「
玄
開
植
紐
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
天
地
未

判
之
宗
」
を
薬
物
と
し
て
「
天
地
杏
冥
悦
惚
之
時
」
に
凝
神
す
る
と

「
箕
神
」
が
化
生
す
る
。
真
神
は
真
種
子
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
要
点

は
口
訣
に
よ
る
と
い
う
。

②
進
火
・
温
水
お
よ
び
聖
胎
を
創
造
す
る
段
階

次
に
進
火
・
温
水
と
い
う
神
室
で
で
き
た
薬
物
を
身
体
に
め
ぐ
ら

せ
る
作
業
を
行
う
。
こ
の
薬
物
の
逮
搬
に
あ
た
っ
て
は
、
二
十
四
山

を
用
い
た
細
か
い
指
示
が
な
さ
れ
る
。
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
そ
の
際
、
刻
漏
(
水
時
計
)
を
「
修
民
之
要
妙
」
(
二
表
)
、

時
曇
(
日
時
計
)
を
「
修
良
之
至
要
」
(
三
裏
)
と
呼
び
、
こ
の
一
一

者
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

若
し
刻
漏
を
識
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
時
暑
不
正
に
し
て
、
則
ち
神

室
中
或
い
は
隆
冬
に
酷
暑
、
盛
夏
に
殿
霜
に
し
て
、
四
季
は

不
調
に
し
て
、
五
律
は
錯
綜
し
、
造
化
は
話
戻
を
致
し
、
丹
亦

た
造
り
難
し
。
(
「
刻
漏
」
、
二
)

若
し
時
暑
を
識
ら
ざ
れ
ば
、
造
化
明
ら
め
難
く
、
丹
亦
た
造
り

難
し
。
(
「
時
曇
」
、
二
裏
)

こ
の
背
後
に
は
、
修
行
者
の
身
体
が
造
化
の
あ
り
方
に
対
応
し
て
お

り
、
そ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
で
道
に
回
帰
し
よ
う
と
い
う
思
考
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
刻
漏
と
時
暑
と
い
う
術
語
は
そ
れ
を
象
徴
的
に
表

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

進
火
・
温
水
と
は
、
先
に
神
室
で
で
き
た
薬
物
を
正
中
線
(
お
そ

ら
く
は
任
脈
と
督
脈
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
)
に
従
っ
て
め
ぐ
ら
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
各
部
位
は
二
十
四
山
で
表
さ
れ
、
同
時
に
一
日

十
二
時
に
相
当
す
る
。

進
火
と
は
陽
火
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
冬
至
の
夜
に
陽
火

(
金
火
と
も
い
う
)
を
神
室
か
ら
出
し
、
壬
か
ら
は
じ
ま
り
、
(
督
脈

に
沿
っ
て
)
子
・
丑
・
寅
の
三
時
を
駆
け
上
が
る
。
寅
の
次
の
甲
で

陽
火
は
神
室
に
入
り
、
卯
の
聞
は
陽
火
を
進
め
る
こ
と
な
く
「
住
火
」

を
行
う
。
そ
の
後
、
辰
か
ら
再
び
進
火
を
行
い
、
巳
の
末
ま
で
到
る

と
、
陽
火
は
髄
海
、
す
な
わ
ち
脳
に
到
着
し
、
陽
火
は
極
ま
り
、
そ

の
後
、
温
水
の
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
る
(
以
上
、
「
進
火
」
)
。

温
水
と
は
陰
符
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
巳
の
次
の
丙
か
ら

始
ま
り
、
陰
符
(
金
水
と
も
い
う
)
を
午
未
申
と
下
ろ
し
て
い

く
が
、
申
の
次
の
庚
に
到
る
と
、
陰
符
は
「
嬰
閥
鵠
橋
」
か
ら
ま
た

神
室
に
入
り
、
し
だ
い
に
玄
珠
が
兆
す
と
い
う
。
玄
珠
は
金
丹
で
あ

ろ
う
。
庚
の
次
の
酉
時
で
は
陰
符
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
は
せ
ず
、
「
休

浴
」
を
行
う
。
そ
の
後
、
戊
か
ら
亥
ま
で
再
び
陰
符
を
め
ぐ
ら
せ
、

元
の
位
置
に
も
ど
す
(
以
上
、
「
温
水
」
)
。

「
温
水
」
の
後
半
は
、
こ
の
作
業
の
次
の
段
階
に
つ
い
て
説
く
。



す
な
わ
ち
、
以
上
の
進
火
・
温
水
の
作
業
に
よ
り
一
日
に
一
粒
ず
つ

金
丹
を
服
用
す
る
と
、
一
年
で
還
丹
が
で
き
る
。
一
年
は
三
百
六
十

日
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
住
火
・
休
浴
を
行
う
卯
酉
の
二
時
を
省
く

と
三
百
日
、
つ
ま
り
十
ヶ
月
と
な
り
、
人
が
赤
子
を
産
む
よ
う
に
十

月
で
還
丹
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
は
聖
胎
と
も
呼
ば
れ
る
。

任
督
二
脈
に
沿
っ
て
陽
火
・
除
符
を
め
ぐ
ら
せ
る
と
い
う
行
法
は

肝
鎚
呂
派
や
南
宗
に
も
あ
る
程
度
、
類
似
し
た
功
法
が
見
ら
れ
る
。
例

一
い
え
ば
鐙
呂
派
を
代
表
す
る
内
丹
書
の
『
秘
伝
正
陽
真
人
霊
宝
畢
法
」

引
(
道
蔵
第
八
七
四
冊
。
以
下
『
霊
宝
畢
法
』
と
略
記
)
「
肘
後
飛
金
品

に
第
五
」
で
は
煉
成
し
た
気
を
督
脈
に
沿
っ
て
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
指

n』

AU}

訣
示
さ
れ
る
。
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
内
丹
法
に
つ
い
て
は
根
拠
と

三
な
る
「
悟
真
篤
』
自
身
が
全
矯
に
わ
た
り
詩
訣
で
説
か
れ
る
た
め
解

4
釈
し
に
く
い
が
、
代
表
的
な
『
悟
真
篇
』
の
注
釈
者
で
あ
る
翁
孫
光

告
白日

『
紫
陽
真
人
悟
真
篇
直
指
詳
説
三
采
秘
要
』
(
道
蔵
第
六
四
冊
。
以
下

山
川
『
一
二
乗
秘
要
』
と
略
記
)
「
悟
真
直
指
詳
説
」
に
金
液
還
丹
の
段
階
と

嚇
し
て
、
や
は
り
督
加
に
沿
っ
て
上
昇
し
た
気
が
泥
丸
か
ら
下
っ
て
く

荊
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
較
べ
る
と
『
養
赤
子
神
方
』
の
記

械
述
は
全
般
的
に
平
明
な
印
象
を
与
え
る
他
、
三
十
四
山
に
よ
る
説
明

測
や
温
水
と
い
う
他
派
に
は
見
ら
れ
な
い
術
語
を
用
い
て
い
る
点
、
ま

間
た
卯
酉
三
時
に
お
い
て
住
火
固
体
浴
す
る
際
の
神
室
の
強
調
が
特
徴

5

的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
張
天
呈
以
下
の
内
丹
説
の
一
つ
の
特
徴
と
見

2

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

③
聖
胎
を
身
体
よ
り
出
し
、
堅
固
に
す
る
段
階

最
後
に
行
う
の
が
、
先
に
作
っ
た
還
丹
日
聖
胎
を
修
行
者
の
身
体

か
ら
出
す
段
階
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
煉
成
さ
れ
た
還
丹
は
、

あ
た
か
も
実
際
に
赤
子
を
生
み
出
す
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。
こ
れ
は

次
の
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

脱
胎
は
、
乃
ち
前
の
聖
胎
既
に
就
れ
ど
も
、
未
だ
室
を
出
る
べ

か
ら
ざ
れ
ば
、
更
に
室
中
に
於
い
て
、
脱
胎
の
工
夫
を
行
ふ
。

謹
ん
で
聖
胎
を
髄
海
中
に
存
す
る
は
、
雨
つ
の
太
陰
甲
子
を
過

ぎ
ず
し
て
、
直
ち
に
天
門
の
忽
ち
開
く
を
待
ち
、
如
し
露
骨
世
一

瞥
あ
ら
ば
、
則
ち
聖
胎
脱
出
す
。
(
「
脱
胎
」
、
五
)

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
作
り
上
げ
た
聖
胎
を
出
す
た
め
に
、
「
脱
胎
」

と
い
う
作
業
を
行
う
よ
う
指
示
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
聖
胎
を
神
室

か
ら
出
す
た
め
に
髄
海
、
つ
ま
り
頭
部
へ
と
移
す
と
、
や
が
て
天
門
、

つ
ま
り
頭
頂
か
ら
雷
鳴
と
と
も
に
聖
胎
が
身
体
の
外
へ
と
抜
け
出
る

と
い
、
っ
。

し
か
し
身
体
か
ら
「
生
み
落
と
さ
れ
た
」
ば
か
り
の
聖
胎
は
赤
子

の
よ
う
に
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
鍛
錬
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
述
べ

る
の
が
最
後
の
「
神
化
」
で
あ
る
。

神
化
と
は
、
乃
ち
前
の
聖
胎
健
よ
り
出
で
、
未
だ
速
く
離
る

べ
か
ら
ず
。
戸
障
に
逢
ふ
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
初
め
離
る
る
こ

と
一
歩
十
歩
よ
り
し
て
、
)
百
塁
、
一
千
里
、
千
部
塁
な
れ
ば
、

然
る
後
に
三
界
を
巡
行
し
、
石
を
透
し
金
を
貫
く
も
、
倶
に
碍
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障
無
く
、
去
住
我
に
在
り
て
天
に
在
ら
ず
。
(
「
神
化
」
、
王

裳
六
表
)

最
初
は
も
と
の
身
体
か
ら
わ
ず
か
な
距
離
し
か
行
動
で
き
な
い
も
の

の
、
ま
ず
は
一
歩
か
ら
十
歩
と
い
っ
た
短
距
離
か
ら
は
じ
め
、
や
が

て
百
皇
、
千
里
、
万
里
と
い
う
具
合
に
順
次
、
訓
練
し
て
い
く
。
こ

う
し
て
聖
胎
を
堅
固
に
し
て
い
く
と
や
が
て
三
界
の
ど
こ
で
あ
れ
完

全
に
自
由
自
在
な
存
在
と
な
る
と
い
う
。
こ
れ
が
『
養
赤
子
神
方
』

の
究
極
の
目
標
で
あ
り
、
本
書
が
『
還
丹
秘
訣
養
赤
子
神
方
」
、
す

な
わ
ち
「
遼
丹
を
運
ら
せ
る
秘
訣
お
よ
び
赤
子

(
H
聖
胎
)
を
養
う

す
ば
ら
し
い
方
法
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

『
養
赤
子
神
方
」
に
見
ら
れ
る
天
門
か
ら
の
聖
胎
を
出
す
作
業
は
、

錘
巴
派
の
中
心
的
な
文
献
で
あ
る
『
錘
巴
伝
道
集
』
(
『
修
真
十
番
」
[
道

蔵
第
一
一
一
一
一
一
一
ニ
一
冊
]
巻
十
六
)
を
は
じ
め
と
す
る
諸
書
に
も

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

呂
田
は
く
、
内
観
し
て
以
て
陽
神
を
緊
め
、
神
を
錬
り
て
以
て

内
院
を
超
え
、
上
甥
し
て
以
て
天
門
よ
り
出
だ
さ
ば
、
直
ち
に

超
え
て
聖
品
に
入
ら
ん
。
(
「
論
魔
雌
」
、
二
二
裏
)

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
内
観
と
は
魔
障
と
呼
ば
れ
る
出
胎
の
前
に

現
れ
る
幻
覚
を
観
照
す
る
こ
と
で
、
陽
神
と
は
聖
胎
を
指
す
。
鍾
呂

派
は
頓
悟
や
真
性
の
獲
得
な
ど
性
功
に
つ
い
て
説
か
ず
、
陽
神
を
煉

成
す
る
こ
と
で
有
限
の
存
在
で
あ
る
肉
身
を
超
脱
す
る
こ
と
を
主
張

し
、
あ
わ
せ
て
こ
う
し
た
聖
胎
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し

て
禅
宗
の
坐
化
や
道
家
の
戸
解
な
ど
を
批
判
す
る
。
他
方
、
「
養
赤

子
神
方
』
に
は
内
観
な
ど
の
功
法
が
見
え
な
い
と
い
っ
た
違
い
は
あ

る
と
は
い
え
、
や
は
り
性
に
つ
い
て
の
教
説
が
見
え
ず
、
聖
胎
の
燦

成
を
最
終
日
的
と
し
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
導
引
を
行
う
道
教
徒

や
禅
宗
に
対
す
る
批
判
も
見
え
る
。
つ
ま
り
両
者
の
基
本
的
な
あ
り

方
は
聖
胎
の
煉
成
を
目
指
す
と
い
う
点
で
一
致
す
る
と
見
ら
れ
、
広

い
意
味
で
鍾
呂
派
の
影
響
下
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
事
実
、
『
養
赤
子
神
方
』
の
「
脱
胎
」
お
よ
び
「
神
化
」
に
は
、

(世担

そ
れ
ぞ
れ
「
雲
房
回
く
」
と
し
て
鍾
離
権
の
詩
二
首
が
引
か
れ
る
。

雲
一
一
房
は
錘
離
権
の
号
で
あ
る
。
こ
こ
で
錘
敵
機
の
詩
訣
を
引
用
し
、

自
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る

と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
、
『
養
赤
子
神
方
』
の
内
丹
説
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
次

に
元
代
、
全
真
教
徒
で
あ
る
金
月
巌
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
抱
一
函

士
一
秘
訣
』
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
従
来
全
く
指
摘
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
が
、
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
は
『
養
赤
子
神
方
」
と
深
い
関

係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ニ
、
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
に
つ
い
て

一
一
・
一
金
月
巌
と
金
蓬
頭
に
つ
い
て

『
抱
一
函
=
一
秘
訣
』
は
元
に
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
全
真
教
文



献
で
、
嗣
全
真
正
宗
金
月
般
編
・
嗣
全
真
大
凝
黄
公
望
伝
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
他
に
も
同
じ
く
金
月
巌
編
・
黄
公
望
伝
と
さ
れ
る
も

の
と
し
て
『
道
蔵
」
に
は
『
紙
舟
先
生
全
真
直
指
』
(
道
蔵
第
一
一
四
冊
。

以
下
、
『
全
真
直
指
』
と
略
記
)
『
抱
一
子
三
峰
老
人
丹
訣
』
(
道
蔵

第
一
三
四
冊
。
以
下
、
「
三
峰
老
人
丹
訣
』
と
略
記
)
の
ニ
書
が
収

め
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。

桁
編
者
の
金
月
巌
は
経
歴
4

乞
は
じ
め
一
切
不
明
で
あ
る
。
他
方
、
黄

引
公
望
は
全
真
教
徒
で
あ
る
と
同
時
に
呉
鎮
・
埠
墳
・
王
蒙
と
並
ぶ
元

叫
未
回
大
画
家
の
一
人
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
簡
単
に
ま
と
め
て
お

に
く
と
、
皆
目
公
望
(
二
一
六
九
二
ニ
五
四
頃
)
、
号
は
一
峰
、
ま
た
大

航
燦
と
も
号
す
る
。
も
と
も
と
膏
吏
で
あ
っ
た
が
、
江
所
等
処
行
中
書

ヨ
平
章
で
あ
っ
た
張
間
の
認
告
事
件
に
累
座
し
て
数
年
間
獄
中
に
あ

切
り
、
延
祐
年
間
(
二
三
四
一
一
一
一
一
一

O
)
の
末
年
に
獄
よ
り
解
か
れ
、

防
入
道
し
た
。
具
体
的
に
い
っ
師
事
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
全
真
道

山
口
土
の
金
蓬
頭
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
残
る
金
蓬
頭
像
の
図

附
巻
に
は
黄
公
望
の
賛
が
見
え
る
。

日
付
お
そ
ら
く
黄
公
望
の
師
の
金
蓬
頭
は
金
月
巌
と
同
一
人
物
と
考
え

時
ら
れ
品
。
両
者
が
時
期
的
に
符
合
す
る
こ
と
に
加
え
、
「
抱
一
函
一
一
一

問
、
秘
訣
』
以
外
、
『
全
真
直
指
』
・
『
一
一
一
峰
老
人
丹
訣
』
の
ニ
書
と
も
金

問
月
巌
の
名
前
が
黄
公
望
と
並
ん
で
記
さ
れ
、
そ
の
関
係
の
深
さ
が
推

測
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

7
 

2

金
蓬
頭
に
つ
い
て
は
、
越
道
一

「
歴
世
真
仙
体
道
連
鑑
続
編
』
(
道

蔵
第
一
四
九
冊
。
以
下
『
続
編
』
と
略
記
)
巻
五
に
「
金
蓬
頭
伝
」
が
、

ま
た
明
初
に
活
動
し
た
第
四
十
四
代
天
師
張
字
初
(
一
三
六
一

一
四
一

O
)
に
よ
る
『
腕
泉
集
』
(
道
蔵
第
一

O
一
八
一

O
一
一
一
冊
)

巻
四
に
も
「
金
野
庵
伝
」
が
あ
る
。
『
続
編
』
に
よ
っ
て
金
蓬
頭
に
つ

い
て
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
金
蓬
頭
(
?
j
一
二
三
一
五
)
、

永
嘉
の
人
。
名
志
陽
、
号
野
庵
。
い
つ
も
さ
ん
ば
ら
髪
(
蓬
頭
)
に

一
自
習
を
結
っ
て
い
た
た
め
蓬
頭
と
呼
ば
れ
る
。
全
真
教
第
七
代
掌
教

李
志
常
の
下
の
李
月
渓
に
師
事
し
、
燕
・
越
斉
・
楚
に
遊
び
、
ま

た
李
志
常
か
ら
も
道
を
学
ぶ
。
の
ち
裳
州
(
江
西
省
)
の
顛
寧
子
に

師
事
。
武
夷
山
(
福
建
省
)
・
龍
虎
山
(
江
西
省
)
を
歴
遊
し
、
元

統
葵
百
歳
(
一
一
一
一
一
ニ
一
ニ
)
に
武
夷
山
に
あ
る
後
世
南
宗
第
五
祖
と
さ

れ
る
白
玉
鎗
(
一
一
九
四
一
二
二
九
つ
)
の
故
居
で
あ
る
止
止
庵

に
住
す
。
至
元
丙
子
歳
(
一
三
三
五
)
に
坐
解
。

「
呪
泉
集
』
所
収
の
「
金
野
庵
伝
」
は
「
続
編
」
と
ほ
ぼ
同
文
で

あ
り
、
張
宇
初
は
『
統
一
編
』
を
見
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し

注
意
さ
れ
る
の
が
、
『
続
編
』
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
李
月
渓
を
白

〈

mv

玉
婚
の
弟
子
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
李
月
渓
に
つ
い
て
は
こ
れ
以

外
に
記
録
が
残
ら
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
だ
が
、
張
宇
初
は
あ
る
い

は
何
か
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
ま
れ
、
金

蓬
頭
自
身
、
旧
南
宋
領
の
永
嘉
の
出
身
で
あ
り
、
白
玉
嶋
の
故
居
に

住
ま
う
な
ど
、
南
宗
に
対
す
る
造
詣
が
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
ま
た
『
晩
泉
集
』
に
従
う
な
ら
ば
、
金
蓬
頭
の
師
で
あ
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双
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れ
を
汲
む
人
物
で
あ
り
、
金
蓬
頭
も
入
道
時
か
ら
そ
の
影
響
を
受
け

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
伝
記
に
は
金
蓬
頭
が
月
巌
を
名
乗
っ

た
と
い
う
記
載
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
月
巌
の
月
字
は
月

渓
に
由
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
金
月
巌
が
金
蓬

頭
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
嗣
全
真
正
宗
」
を
名
乗

る
金
月
肢
が
、
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
影
響
を
多
分
に
受
け
た
『
抱

一
函
一
二
秘
訣
』
を
伝
え
た
こ
と
を
う
ま
く
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
ろ

、n
J
o

一
一
・
ニ
『
養
赤
子
神
方
』
と
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
の
類
似
性

以
下
に
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
の
内
容
を
確
認
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

「
養
赤
子
林
方
」
と
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
形
で
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。
ま
ず
両
書
の
類
似
点
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

『
抱
一
函
三
秘
訣
』
は
、
冒
頭
、
「
伏
義
先
天
始
画
之
図
」
お
よ
び

そ
れ
に
附
さ
れ
た
解
説
か
ら
始
ま
り
、
以
下
、
図
を
交
え
な
が
ら
、
「
明

人
身
受
給
之
後
」
・
「
文
王
後
天
八
卦
之
図
」
と
解
説
・
「
明
人
身
受

胎
之
始
」
・
「
明
神
室
」
・
「
明
刻
漏
」
・
「
明
五
行
採
取
其
薬
」
・
「
生
成

図
説
」
・
「
宗
数
物
理
体
用
論
」
「
金
液
還
丹
異
名
説
」
・
「
鉦
極
図
説
」
・

「
温
養
赤
子
神
方
金
液
還
丹
直
指
」
・
「
火
候
要
旨
」
・
「
脱
胎
神
化
」

と
続
く
。

こ
れ
ら
の
章
名
を
見
た
だ
け
で
も
、
「
明
神
室
」
・
「
明
刻
漏
」
・
「
明

五
行
採
取
其
薬
」
・
「
脱
胎
神
化
」
と
、
『
養
赤
子
神
方
』
の
「
神
室
」

「
刻
漏
」
・
「
族
主
行
」
・
「
脱
胎
」
・
「
神
化
」
と
の
近
似
性
が
注
意
さ
れ
、

実
際
、
内
容
的
に
も
そ
れ
ら
は
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
「
温
養
赤
子

神
方
金
液
還
丹
直
指
」
は
『
養
赤
子
神
方
』
、
す
な
わ
ち
『
還
丹
秘

訣
養
赤
子
神
方
』
と
い
う
書
名
そ
の
も
の
と
の
関
連
性
を
強
く
感
じ

さ
せ
る
章
名
で
あ
る
。

し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
抱
一
一
幽
三
秘
訣
』

「
火
候
要
旨
」
に
「
養
赤
子
林
方
」
の
「
進
火
」
・
「
温
水
」
と
共
通

す
る
文
章
を
多
数
合
む
こ
と
で
あ
る
。
『
抱
一
函
三
秘
訣
」
「
火
候
要

旨
」
の
内
容
は
大
き
く
前
後
二
つ
に
分
か
れ
る
。
前
半
は
火
候
を

十
二
時
に
分
け
て
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
十
二
消
息
卦
を
配
当
す
る
。

ま
た
後
半
部
は
「
入
室
図
」
の
後
に
お
か
れ
、
元
町
の
運
行
を
改
め
て

も
う
一
度
説
明
す
る
。

前
半
の
十
二
消
息
卦
に
よ
る
火
候
の
説
明
は
『
養
赤
子
神
方
』
に

見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
、
寅
・
卯
・
己
申
目
酉
亥
の

各
時
に
は
口
訣
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
六
時
は
、
神
室
に
薬
物

を
入
れ
(
寅
)
、
「
住
火
」
し
(
卯
)
、
そ
の
後
、
陰
符
の
運
行
を
は

じ
め
(
巴
)
、
ま
た
入
室
し
て
(
申
)
、
休
浴
し
(
酉
)
、
も
と
の
位

置
に
一
戻
一
り
、
再
び
「
一
陽
復
生
」
す
る
(
亥
)
と
い
う
重
要
な
場
所

に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
卯
酉
二
時
を
除
き
、
寅
・

巳
・
申
・
亥
の
各
時
の
口
訣
に
は
す
べ
て
『
養
赤
子
神
方
』
に
ほ
ぼ

対
応
す
る
文
章
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
寅
時
の
口
訣
を
挙
げ
よ



。
、っ，

口
訣
。
壬
上
従
り
火
を
起
こ
し
、
一
た
び
二
時
を
附
帯
せ
ば
、
神

凝
り
息
定
ま
り
、
采
は
出
入
無
し
。
寅
末
よ
り
甲
に
至
り
、
金

火
逼
逐
し
て
神
室
に
至
ら
ば
、
其
れ
丹
漸
く
結
ば
ん
。
(
『
抱
一

函
=
一
秘
訣
』
「
火
候
要
旨
」
、
二
三
裏
)

こ
れ
は
、
『
養
赤
子
神
方
』
の
次
の
部
分
に
相
当
す
る
。

桁
壬
上
従
り
火
を
起
こ
し
、
一
た
び
=
一
時
を
奉
せ
ば
、
其
の
息
並

引
ぴ
に
出
入
無
し
。
子
自
り
丑
を
歴
て
、
寅
末
甲
上
に
至
り
、
金

引
火
逼
逐
し
て
入
室
す
れ
ば
、
其
れ
丹
漸
く
結
ば
ん
O

(

『
養
赤
子

に
神
方
』
「
進
火
」
、
四
)

議
一
見
し
て
両
者
の
類
似
性
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
進
火
の
作
業

三
の
最
初
に
あ
た
り
、
二
十
四
山
の
最
後
の
突
で
陽
火
を
起
こ
し
、
子
・

咽
丑
・
寅
の
三
時
を
駆
け
上
が
っ
て
寅
よ
り
神
室
へ
と
火
を
導
き
、
丹

同
を
結
ぶ
段
階
で
あ
る
。
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
に
「
二
時
」
と
あ
る
の

μ
は
「
三
時
」
の
誤
り
だ
ろ
う
。
紙
帽
の
関
係
か
ら
こ
こ
で
す
べ
て
を

柑
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
の
巳
・
申
亥
の
各
時
の
口
訣
に
つ

肝
い
て
も
対
応
す
る
文
章
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
養
赤
子
神
方
』
の
「
進

械
火
」
と
「
温
水
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
ず
つ
口
訣
が
含
ま
れ
、
こ

刊
ら
は
本
来
、
許
明
道
が
内
丹
を
伝
授
さ
れ
る
際
、
彰
夢
薄
か
ら
授
か
っ

限
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
巳
・
亥
の
二
時
に
該
当

す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。

9
 

2

た
だ
し
卯
酋
二
時
の
口
訣
に
つ
い
て
は
「
養
赤
子
神
方
』
に
は
つ

き
り
と
し
た
対
応
部
分
を
見
い
だ
し
得
な
い
。
だ
が
こ
こ
に
見
え
る

「
金
砂
優
誹
」
の
語
を
含
む
類
似
の
文
章
は
「
火
候
要
旨
」
の
後
半

で
も
卯
酉
の
説
明
の
際
、
割
注
の
形
で
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

も
何
か
口
訣
に
相
当
す
る
重
要
な
文
言
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

ov 
ま
た
「
入
室
図
」
の
後
に
お
か
れ
る
「
火
候
要
旨
」
の
後
半
部
は

呆
の
運
行
を
も
う
一
度
述
べ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
全
文
に
わ
た
り
、

『
養
赤
子
神
方
』
の
「
進
火
」
・
「
温
水
」
の
文
章
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

そ
の
他
、
「
脱
胎
神
化
」
に
も
「
訣
に
日
は
く
」
と
し
て
「
養
赤
子

神
方
」
と
同
文
が
見
え
る
。
な
お
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
「
明
神
室
」
「
明

刻
漏
」
に
も
『
養
赤
子
神
方
」
の
「
刻
漏
」
・
「
時
曇
」
と
共
通
す
る

文
章
が
断
片
的
に
見
ら
れ
る
。

以
上
、
両
者
の
文
章
の
類
似
性
か
ら
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
が
「
養

赤
子
神
方
』
の
文
章
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ

う
。
ま
た
『
抱
一
一
幽
一
ニ
秘
訣
』
の
「
火
候
要
旨
」
前
半
部
を
中
心
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
両
書
に
口
訣
が
共
通
す
る
と
い
う
事
実
は
、
当

時
の
内
丹
道
に
お
い
て
書
籍
化
さ
れ
て
い
く
際
、
伝
授
で
用
い
ら
れ

た
口
訣
が
一
つ
の
核
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

一
一
・
=
一
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
に
見
え
る
南
宗
の
影
響

一
方
、
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
に
は
、
『
養
赤
子
神
方
』
と
直
接
的
に

あ
ま
り
関
係
を
持
た
な
い
と
思
わ
れ
る
章
も
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち



。
「
伏
義
先
天
始
画
之
図
」
説
「
明
人
身
受
胎
之
後
」
・
「
文
王
後
天
八
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卦
之
図
」
説
・
「
明
人
身
受
胎
之
始
」
「
生
成
図
説
」
「
呆
数
物
理

体
用
論
」
・
「
金
液
還
丹
異
名
説
」
・
「
無
極
図
説
」
、
そ
し
て
章
名
こ

そ
類
似
す
る
も
の
の
内
容
的
に
は
「
温
養
赤
子
神
方
金
液
還
丹
直
指
」

も
『
養
赤
子
神
方
』
か
ら
逸
脱
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
章
を
見
る
と
ま
ず
気
づ
く
の
は
、
い
ず
れ
も
『
養
赤
子

神
方
』
に
見
ら
れ
な
い
、
性
に
関
す
る
言
説
が
多
く
見
ら
れ
る
点
で

あ
る
。
例
え
ば
「
温
養
赤
子
神
方
金
液
還
丹
直
指
」
に
は
「
襲
劫
不

壊
の
物
、
乃
ち
自
己
本
来
面
白
、
是
れ
性
と
-
諦
ふ
」
(
一
一
一
一
表
)
と

見
え
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
『
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』
行
由
に
「
不

思
善
、
不
思
悪
、
正
奥
座
時
、
那
箇
是
明
上
座
本
来
面
白
」
(
大
正

蔵
四
八
l

三
四
九
)
と
あ
る
よ
う
に
禅
宗
に
由
来
す
る
教
説
で
あ
る
。

内
丹
道
で
は
北
宋
に
活
動
し
た
張
伯
端
の
『
悟
真
皆
川
』
を
ひ
と
つ

の
画
期
と
し
て
、
内
丹
の
煉
成
と
禅
宗
の
頓
悟
と
の
関
係
が
大
き
く

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
、
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
が
「
悟

真
篇
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
、
「
宋
数
物
理
体
用
論
」

に
は
『
悟
真
篇
』
の
序
文
と
詩
訣
七
首
の
引
用
が
見
ら
れ
、
「
明
五

行
採
取
其
薬
」
「
無
極
図
説
」
・
「
火
候
要
旨
」
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
首

〔
鈎
}

ず
つ
『
悟
真
篇
』
の
詩
訣
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
明
刻
漏
」

の
末
尾
の
「
是
の
如
き
は
之
を
『
二
采
を
黄
道
に
追
ひ
、
三
性
を
元

宮
に
舎
し
、
五
行
を
撹
綾
し
、
四
象
を
合
和
す
』
と
謂
ひ
、
方
に
薬

な

物
就
る
と
謂
ふ
」
(
七
裏
)
と
い
う
文
章
も
「
悟
真
皆
川
』
の
序
文
を

踏
ま
え
る
。

他
方
、
『
養
赤
子
神
方
』
に
お
け
る
性
へ
の
一
言
及
は
「
三
性
者
、

乃
元
気
、
元
精
、
元
神
」
(
「
会
三
性
」
、
二
一
裏
)
の
一
箇
所
だ
け
で

あ
り
、
そ
の
内
容
は
い
わ
ゆ
る
精
気
神
の
=
Z
五
を
指
す
に
過
ぎ
な
い
。

本
来
、
仏
教
に
批
判
的
な
鐙
呂
系
の
内
丹
法
で
あ
っ
た
「
養
赤
子
神

方
』
が
、
頓
悟
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
い
わ
ゆ
る
南
宗
の
影
響
下

で
改
変
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

し
か
し
頓
悟
を
重
視
す
る
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
影
響
を
受
け

た
た
め
に
、
両
者
の
問
に
は
看
過
で
き
な
い
論
理
的
な
凱
断
も
見
ら

れ
る
。
上
述
の
通
り
、
『
養
赤
子
神
方
』
「
神
室
」
と
『
抱
一
函
=
一
秘

訣
』
「
明
神
室
」
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

『
養
赤
子
神
方
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

神
室
は
存
す
る
が
若
く
亡
す
る
が
若
し
と
は
雄
も
、
守
法
の
事

は
雨
得
に
腐
す
。
若
し
一
向
に
高
境
倶
忘
し
、
諸
縁
頓
息
す
れ

ば
、
神
陰
静
に
腐
す
。
此
れ
乃
ち
穂
伯
の
流
な
り
。
若
し
専

心
守
一
し
て
、
物
に
感
ず
る
こ
と
能
は
ず
、
又
た
十
種
の
仙
人

に
成
ら
ば
、
別
ち
一
向
に
行
は
ず
、
前
功
並
び
に
失
し
、
導
引

の
士
に
鋳
る
な
り
。
若
し
神
室
を
識
り
、
法
を
守
る
に
度
有
り
、

存
亡
に
披
有
り
、
有
元
に
属
さ
ず
、
雨
つ
な
が
ら
に
之
を
得
れ

ば
則
ち
泰
定
の
府
に
蹄
さ
ん
。
(
『
養
赤
子
神
方
』
「
神
室
」
、
一

裳
二
表
)

上
で
述
べ
た
通
り
、
『
養
赤
子
村
方
』
は
き
わ
め
て
神
室
を
重
視
す
る
。



た
だ
し
こ
の
際
、
神
室
に
対
し
て
は
「
若
存
若
亡
」
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
ま
ず
修
行
者
は
万
境
を
倶
忘
し
て
諸
縁
頓
息
す
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
神
が
陰
静
に
な
っ
て
し
ま

い
、
「
締
伯
之
流
」
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
ひ
た
す
ら
守

一
す
れ
ば
外
界
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
『
首
梯
厳

経
」
に
い
う
「
十
種
仙
人
」
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ

折
れ
ま
で
の
工
夫
の
甲
斐
な
く
「
導
引
之
土
」
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
鵡

引
伯
之
流
」
が
万
境
を
倶
忘
す
る
「
亡
」
に
、
「
導
引
之
士
」
が
あ
く

引
ま
で
守
一
に
と
ら
わ
れ
る
「
存
」
に
相
当
し
、
神
室
に
対
し
て
は
存

に
亡
に
偏
ら
な
い
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
聖
胎

載
の
煉
成
に
よ
る
禅
宗
や
道
教
の
別
派
へ
の
批
判
は
、
先
に
見
た
鍾
呂

三
派
の
主
張
に
き
わ
め
て
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
泰
定
」
は

咽
『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
に
見
え
る
語
で
、
道
の
あ
り
方
に
沿
っ
た
心
が

陶
安
定
し
た
境
地
を
指
す
。

μ

一
方
、
こ
の
箇
所
を
受
け
る
と
思
わ
れ
る
『
抱
一
函
一
一
一
秘
訣
』
「
明

附
神
室
」
で
は
、
論
旨
が
か
な
り
変
更
さ
れ
て
い
る
。

粁
其
の
沖
之
を
神
室
と
謂
ひ
、
金
液
還
丹
を
修
錬
す
る
が
如
き
者

械
は
、
先
づ
神
室
中
に
存
す
る
は
、
乃
ち
本
来
の
性
な
り
。
故
に

刊
之
を
鉛
と
謂
ふ
。
夫
れ
神
室
中
に
存
し
、
便
ち
須
ら
く
忘
る
ベ

問
き
な
り
[
先
存
後
亡
を
謂
ふ
]
。
是
く
の
如
く
ん
ば
静
と
日
ふ
[
自

己
の
本
来
を
存
す
る
は
神
室
に
在
り
、
之
を
本
と
謂
ふ
な
り
]
。

物
来
れ
ば
則
ち
意
動
き
陰
生
じ
[
是
く
の
如
ん
ば
静
則
ち
本
な
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ら
ざ
る
者
な
り
]
、
其
れ
或
い
は
以
て
物
の
誘
ひ
を
避
け
[
全

く
動
け
ど
も
意
は
ず
]
、
但
だ
只
だ
一
物
を
専
守
す
れ
ば
、
物

来
れ
ば
別
ち
感
ず
。
此
れ
乃
ち
守
神
の
法
な
り
。
若
し
夫
れ
諸

縁
頓
息
し
、
高
慮
頓
忘
せ
ば
、
物
来
れ
ど
も
懸
ぜ
ず
、
静
定
と

日
ふ
と
難
も
、
陰
に
腐
す
る
を
奈
何
せ
ん
。
此
れ
乃
ち
枯
坐
鵡

伯
の
流
な
り
。
斯
く
の
如
き
二
者
は
、
三
有
一
冊
、
倶
に
是
れ

第
二
義
な
り
。
(
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
「
明
神
室
」
、
五
表
。
[
]

内
は
割
注
。
以
下
同
じ
)

こ
こ
に
は
上
の
『
養
赤
子
神
方
」
に
見
え
る
存
亡
静
・
陰
諸
縁

頓
息
・
応
物
専
守
一
物
/
専
心
守
一
・
禅
伯
之
流
な
ど
、
い
く
つ

か
の
鍵
と
な
る
語
が
共
通
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
を
強
調
す
る

文
章
で
あ
る
が
故
に
論
旨
が
改
め
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。

い
さ
さ
か
読
み
に
く
い
文
章
で
あ
る
が
、
以
下
に
内
容
を
確
認
し

て
お
こ
う
。
ま
ず
神
室
に
「
本
来
之
性
」
(
鉛
)
を
「
存
」
し
、
そ

の
後
「
忘
」
つ
ま
り
静
の
状
態
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ

は
割
注
で
は
「
先
存
後
亡
」
と
さ
れ
る
。
問
題
は
『
養
赤
子
神
方
』

と
同
じ
く
外
物
へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
の
時
、
意
念
が
動
き
、
陰
が

生
じ
る
の
で
、
一
物
を
専
守
す
る
こ
と
で
な
ん
と
か
外
物
に
対
応
し

(お》

ょ
う
と
す
る
「
守
神
之
法
」
に
従
う
者
た
ち
が
い
る
。
他
方
、
「
諸

縁
頓
息
し
、
高
慮
頓
忘
」
す
れ
ば
、
外
物
に
対
応
で
き
な
い
と
し
て

「
枯
坐
税
伯
之
流
」
だ
と
批
判
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
文
章
の
主
旨
は
、

『
養
赤
子
神
方
』
の
よ
う
に
性
功
を
「
亡
」
と
し
て
否
定
す
る
の
で



2

は
な
く
、
禅
宗
の
よ
う
に
性
を
修
め
つ
つ
も
、
「
{
寸
神
之
法
」
を
行
つ

3

た
り
、
単
な
る
枯
坐
に
留
ま
る
「
鵡
伯
之
流
」
で
あ
っ
た
り
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
枯
坐
騨
伯
之
流
」
と
は
、
や
は
り
当
時
の
禅
宗
へ

の
批
判
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
と
な
れ
ば
『
抱
一
函
三

秘
訣
』
は
『
養
赤
子
神
方
』
の
よ
う
な
単
純
な
批
判
で
は
な
く
、
性

に
関
す
る
教
説
を
禅
宗
よ
り
摂
取
し
つ
つ
、
同
時
に
「
枯
坐
騨
伯
之

流
」
を
批
判
す
る
こ
と
と
な
り
、
い
さ
さ
か
や
や
こ
し
い
。
こ
の
部

分
に
以
下
の
よ
う
な
問
答
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

或
ひ
と
日
は
く
、
「
如
来
は
則
ち
鵡
伯
の
流
な
り
。
何
ぞ
同
じ

く
神
室
の
用
を
矯
さ
ん
」
。

答
へ
て
日
は
く
、
「
縛
迦
達
摩
・
普
化
の
如
き
者
有
る
は
、

査
に
金
液
還
丹
の
道
に
非
ざ
る
や
。
普
化
臨
済
に
謂
は
く
、
「
小

厩
児
、
只
だ
一
控
の
眼
を
具
す
の
み
」
と
。
量
に
臨
済
只
だ

其
れ
性
宗
を
の
み
得
る
者
に
非
ざ
る
や
。
前
に
先
存
後
亡
と
云

ふ
は
、
物
来
れ
ば
則
ち
物
に
感
じ
、
便
ち
源
に
蹄
す
る
な
り
。

あ
ら

其
れ
自
ら
見
は
れ
ず
し
て
常
に
膝
じ
常
に
静
な
る
を
得
れ
ば
、

物
に
誘
は
れ
ず
、
卓
然
と
し
て
圏
明
た
り
。
(
『
抱
一
函
三
秘
訣
』

「
明
神
室
」
、
五
裏
)

こ
こ
で
の
疑
問
は
、
如
来
は
「
蹄
伯
之
流
」
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、

ど
う
し
て
道
家
と
お
な
じ
く
「
神
室
の
用
を
潟
す
」
、
つ
ま
り
神
室

の
は
た
ら
き
を
理
解
し
、
金
丹
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
釈
迦
・
遥
摩
・
普
化
は

金
液
遼
丹
の
道
を
修
め
て
い
た
た
め
と
い
う
も
の
で
、
む
し
ろ
金
丹

を
修
養
す
る
内
丹
道
こ
そ
が
仏
教
の
本
旨
に
か
な
う
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
文
中
の
臨
済
と
普
化
の
問
答
は
『
臨
済
録
」
勘

弁
(
大
蔵
第
四
七
冊
)
に
見
え
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
狂
顛
で
知
ら

れ
る
普
化
が
、
臨
済
が
性
宗
し
か
修
め
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る

文
脈
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
釈
迦
逮
摩
・
普
化
が
金
丹
を
修
め
て

い
た
と
い
う
言
説
は
、
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
に
し
ば
し
ば
見
え

ヲ
命
。

ま
た
「
前
に
先
存
後
亡
と
云
ふ
」
と
は
そ
の
前
の
引
用
文
中
に
見

え
る
割
注
「
先
存
後
亡
を
謂
ふ
」
の
部
分
を
指
そ
う
が
、
と
な
れ
ば

『
養
赤
子
神
方
』
を
改
変
し
た
文
章
に
ま
ず
注
記
(
「
謂
先
存
後
亡
」
)

が
施
さ
れ
、
そ
の
後
そ
れ
を
受
け
て
こ
の
問
答
が
付
け
加
え
ら
れ
た

と
い
う
作
成
の
経
緯
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
仏
教
を
否

定
す
る
『
養
赤
子
神
方
』
は
、
現
行
の
形
に
改
変
さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
「
本
来
の
性
」
な
ど
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
要
素
が
加
え
ら
れ
、

こ
の
際
、
そ
の
思
想
上
の
矛
盾
が
意
識
さ
れ
、
そ
れ
を
調
停
す
る
た

め
問
答
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
が
『
悟
真
篇
』
の
性
命
説
に
影
響
を

受
け
て
改
変
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
『
抱
一
函
三
秘

訣
」
に
は
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
や
初
期
の
全
真
教
に
は
見
ら
れ
な

い
概
念
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
明
人
身
受
胎
之
後
」
・
「
明
人
身



受
胎
之
始
」
・
「
無
極
図
説
」
・
「
温
養
赤
子
神
方
金
液
還
丹
直
指
」
に

見
え
る
空
系
金
胎
と
い
う
概
念
が
そ
れ
で
あ
る
。
実
は
こ
こ
に
「
養

赤
子
神
方
』
を
改
変
し
、
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
が
制
作
さ
れ
た
一
つ

の
手
が
か
り
が
潜
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
に
『
抱
一
函
三
秘
訣
』

の
改
変
は
誰
に
よ
り
な
さ
れ
た
か
、
空
元
同
金
胎
を
中
心
に
そ
の
経
緯

に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。

下松吋

三

、

斎

応

由

Z

『
度
人
経
内
義
」
と
『
抱
一
函
三
秘
訣
』

しつに
三
・
一
金
月
巌
に
よ
る
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
の
編
纂

判
「
抱
一
函
三
秘
訣
』
の
改
変
は
誰
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
o

『抱

コ
一
一
一
函
=
一
秘
訣
』
に
は
全
真
正
宗
金
月
巌
編
嗣
全
真
大
療
費
公
望
伝

↓
と
記
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
主
要
な
改
変
は
こ
の
両
者
に
よ
る

院
も
の
で
は
と
も
に
な
い
。

山
口
上
述
の
通
り
、
金
月
巌
編
黄
公
望
伝
と
し
て
「
道
蔵
」
に
収
め

附
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
富
一
国
三
秘
訣
」
以
外
に
窒
真
直
指
』

粁
『
三
崎
老
人
丹
量
全
吾
が
あ
る
。

制
『
抱
一
理
ニ
刊
秘
訣
』
は
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
通
り
、
鐙
呂
派

澗
系
統
の
聖
胎
の
煉
成
を
最
終
目
的
と
す
る
『
養
赤
子
翌

4
の
内
丹

問
理
論
を
基
礎
と
し
て
、
そ
こ
に
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
影
響
が
見

3

ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
三
峰
老
人
丹
訣
』
は
陰
神
を
鬼
仙
、
陽

3

神
を
天
仙
と
呼
ぴ
、
や
は
り
陽
神
の
煉
成
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の

内
丹
説
は
『
錘
呂
伝
道
集
』
な
ど
鎚
呂
派
の
内
丹
法
と
共
通
す
る
要

素
を
色
濃
く
備
え
る
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
『
養
赤
子
神
方
』
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
進
火
・
温
水
に
よ
る
金
丹
の
煉
成
の
説
明
が
見
ら
れ
ず
、

同
時
に
「
悟
真
篇
』
だ
け
で
な
く
、
全
真
教
の
祖
師
た
ち
の
詩
詞
を

引
い
て
性
に
関
す
る
教
説
を
と
り
こ
ん
で
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
『
一
ニ
峰
老
人
丹
訣
』
は
錘
巴
派
の
内
丹
法
に
軸
足
を
置
き
、

ま
た
全
真
教
と
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
融
合
期
に
成
立
し
た
書
で

あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

一
方
、
『
全
真
直
指
』
は
、
主
重
陽
や
七
真
た
ち
に
よ
く
見
ら
れ

る
「
性
停
ま
れ
ば
則
ち
命
住
し
、
命
住
す
れ
ば
別
ち
丹
成
る
」
(
一
一
表
)

と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
教
説
は
全
真
教
初
期
の
教
説

【
鉛
)

と
基
本
的
に
共
通
す
る
が
、
南
宗
の
文
献
は
見
え
ず
、
他
の
二
書
と

は
か
な
り
様
相
を
異
に
す
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
三
番
で
は
比
較
的
大
き
な
南

北
ニ
宗
の
思
想
的
な
差
異
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
編
者
の
金
月
巌
が
こ
れ
ら
の
丹
書
の
思
想
的
な
内
容

を
調
停
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も

そ
れ
で
も
こ
れ
ら
三
香
に
は
共
通
点
も
あ
る
。
と
も
に
性
に
関
す
る

教
説
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
が
も
し
金
月
巌
が
性
に
関

す
る
教
説
を
取
り
込
む
た
め
に
『
養
赤
子
神
方
』
を
改
変
し
た
と
仮

定
し
て
も
、
そ
の
根
拠
と
な
る
張
伯
端
や
全
真
教
の
祖
師
た
ち
の
引

用
に
偏
り
が
見
ら
れ
、
三
番
の
聞
の
統
一
が
と
れ
て
い
な
い
と
い
う



4

問
題
が
残
る
。
も
ち
ろ
ん
編
纂
の
時
期
の
違
い
な
ど
の
条
件
を
考
慮

3

す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
の
改
変

は
す
で
に
金
月
巌
以
前
に
行
わ
れ
て
お
り
、
金
月
般
に
よ
る
こ
れ
ら

三
番
に
対
す
る
編
纂
は
あ
く
ま
で
小
規
模
な
も
の
に
と
ど
ま
る
と
考

え
た
方
が
穏
当
だ
と
息
わ
れ
る
。

一
ニ
・
二
『
度
人
経
内
義
』
と
空
系
金
胎

で
は
改
め
て
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
の
改
変
は
誰
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
の
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
新
応
曳
の
周
辺
で

行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

粛
応
曳
に
は
『
度
人
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
度
人
経
内
義
」
が

残
る
。
「
度
人
経
内
義
』
の
上
表
に
は
宝
慶
二
年
(
一
一
一
一
一
六
)
の

年
号
が
見
え
、
二
巻
に
分
け
て
印
行
さ
れ
た
と
い
う
。
煎
応
受
の
活

動
時
期
に
つ
い
て
も
こ
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
上
述
の

通
り
、
「
修
真
伝
派
」
で
は
許
明
道
よ
り
先
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
淳
照
年
間
(
一
一
七
四
l

八
九
)
ご
ろ
ま
で
粛
応
曳
の
活
動
時

期
は
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。
『
度
人
経
内
義
』
に
は
し
ば
し

ば
『
悟
真
篇
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
間
に
張
伯
端
以
下
の

内
丹
道
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
度

人
経
内
義
』
が
表
さ
れ
た
こ
の
頃
は
、
ち
ょ
う
ど
白
玉
槍
ら
が
大
々

的
に
出
版
を
通
じ
て
『
悟
真
篇
』
な
ど
を
顕
彰
し
、
活
動
し
て
い
た

時
期
で
あ
っ
た
。

『
度
人
経
』
は
元
始
天
尊
所
授
の
古
霊
宝
経
に
属
す
る
経
典
で
、

宋
代
に
お
い
て
も
真
宗
や
徽
宗
が
序
を
記
す
な
ど
篤
い
尊
崇
を
受
け

た
。
「
度
人
経
内
義
』
の
注
釈
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。
ま
ず
先
行
す

る
北
宋
・
隙
景
元
『
元
始
無
量
皮
人
上
品
妙
経
四
註
』
(
道
蔵
第

三
一
八
ー
一
ニ
九
冊
)
に
よ
り
つ
つ
経
文
を
注
釈
し
た
部
分
、
そ
し
て
内

丹
理
論
に
よ
る
解
釈
を
附
し
た
「
内
義
」
で
あ
る
。
現
在
残
る
『
度

人
経
』
の
注
釈
中
、
全
面
的
に
内
丹
に
よ
る
解
釈
は
本
書
を
も
っ
て

鴎
矢
と
す
る
。

粛
応
由
主
の
基
づ
く
内
丹
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
粛
応
旧
工
が
張
天
皇
の
系
譜
に
属
す
る
こ
と
か
ら
予
想
さ
れ

る
通
り
、
新
応
史
の
内
丹
法
は
基
本
的
に
『
養
赤
子
神
方
』
と
共
通

す
る
。
事
実
、
『
度
人
経
内
義
』
巻
三
に
は
「
養
赤
子
神
方
』
「
進
火
」
・

〔

m-

「
温
水
」
と
酷
似
す
る
文
章
が
見
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
や
は
り
粛
応
受

が
同
様
の
内
丹
法
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
こ
う
し

た
文
章
の
近
似
性
は
、
許
明
道
と
関
係
の
深
い
競
応
曳
が
『
養
赤
子

神
方
』
を
直
接
見
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
よ
う
。

「
度
人
経
内
義
』
の
内
丹
説
が
「
養
赤
子
神
方
』
と
共
通
し
、
類

似
の
文
章
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
、
「
抱
一
函
=
一
秘
訣
』

の
文
章
と
も
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
『
度
人
経
内
義
』
と
『
抱

一
函
三
秘
訣
』
の
関
係
は
ど
う
捉
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
注
意
さ
れ
る
の
は
『
度
人
経
内
義
』
に
は
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
に

見
え
る
空
呆
金
胎
と
い
う
言
葉
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
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空
zhm
金
胎
と
い
う
語
は
煎
応
受
の
創
出
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は

何
か
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
不
明
だ
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
『
度

人
経
内
義
』
が
初
出
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
経
文
「
混
洞
赤
文
、

元
元
上
田
県
」
に
付
さ
れ
た
『
度
人
経
内
義
』
の
文
章
を
見
る
こ
と
に

し
よ
う
。

町
町
内
義
日
は
く
、
・
夫
れ
道
と
は
元
形
元
髄
に
し
て
、
則
ち
先

引
天
の
一
宋
是
れ
な
り
。
而
し
て
蔦
物
を
化
生
し
、
賓
に
天
地
造

叫
化
の
本
な
り
。
金
丹
を
修
む
る
者
は
、
造
化
に
髄
循
し
、
虚
元

に
自
然
・
先
天
純
精
民
一
の
宋
を
以
て
名
づ
け
て
空
宗
金
胎
と
日

判
明
ひ
、
金
母
を
生
じ
て
丹
基
を
作
す
。
夫
れ
純
精
真
一
の
京
、
父

三
母
未
交
の
前
、
混
沌
と
同
値
な
り
。
道
徳
経
に
臼
は
く
、

4

経
に
在
り
で
は
故
に
混
洞
と
日
ふ
。
父
母
熔
精
の
始
め
、
此
の

間

zhr

欽
然
と
し
て
感
附
す
る
に
因
り
、
強
ひ
て
名
づ
け
て
神
と

μ

日
ひ
、
之
を
陽
精
と
謂
ひ
、
聡
へ
て
銀
鎖
と
矯
す
。
是
れ
元
神

附
な
り
。
戒
し
て
坤
宮
[
雨
腎
問
]
に
在
り
。
故
に
之
を
性
と
謂

粁
ひ
、
乃
ち
我
が
本
来
の
面
固
な
り
。
未
生
の
前
之
を
険
金
と

械
謂
ひ
、
己
生
の
後
之
を
陽
鉛
と
謂
ひ
、
是
れ
五
金
の
母
と
魚
す
。

刊
天
地
の
草
案
未
だ
此
の
呆
に
因
ら
ず
し
て
能
く
成
立
す
る
者

間
有
ら
ざ
る
な
り
。
道
徳
経
に
日
は
く
、
・
・
民
一
子
彰
箕

人
参
同
契
を
叙
し
て
日
は
く
、
・
:
日
用
妙
化
後
生
の
呆
運

り
て
中
宮
に
婦
す
る
に
因
り
て
、
丹
母
と
矯
る
。
(
『
度
人
経
内
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義
』
巻

=τ
三
裏
四
裳
)

内
容
を
ま
と
め
て
お
く
と
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ

ち
道
は
無
形
担
体
で
あ
り
、
先
天
の
一
日
京
に
よ
り
万
物
を
化
生
す
る

の
で
あ
り
、
内
丹
を
修
煉
す
る
者
は
こ
れ
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

空
宋
金
胎
と
は
虚
無
自
然
先
天
純
梢
真
一
の
宋
で
あ
り
、
父
母
が

交
わ
る
前
は
混
沌
と
同
体
で
あ
る
が
、
父
母
が
交
燐
す
る
と
こ
の
采

が
た
ち
ま
ち
感
付
し
、
神
と
な
る
。
こ
れ
は
陽
精
・
銀
鉱
・
元
神
と

も
呼
ば
れ
、
両
腎
の
聞
に
蔵
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
は
性
で
あ
り
、
本

来
の
面
白
で
も
あ
る
。
こ
の
采
こ
そ
天
地
万
物
を
生
み
出
す
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
中
宮
に
め
ぐ
ら
せ
る
と
丹
母
と
な
る
と
い
う
。

問
題
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
引
き
写
す
形
で
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
「
明
人

身
受
胎
之
後
」
目
「
明
人
身
受
胎
之
始
」
に
同
文
が
見
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
す
べ
て
を
挙
げ
る
紙
幅
の
余
裕
は
な
い
が
、

「
明
人
身
受
胎
之
始
」
の
冒
頭
部
分
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

先
天
空
宋
金
胎
と
は
、
乃
ち
虚
無
自
然
の
健
、
純
梓
民
一
の
梢

な
り
。
父
母
未
燐
の
前
、
此
の
物
混
洞
と
同
髄
な
り
。
道
経

に
日
は
く
、
・
・
。
父
母
煽
精
の
始
め
、
震
宗
依
然
と
し
て
感

附
す
る
に
因
り
、
強
ひ
て
名
づ
け
て
神
と
日
ふ
。
(
『
抱
一
函
三

秘
訣
」
「
明
人
身
受
胎
之
始
」
、
四
表
)

こ
こ
で
は
ま
ず
空
宗
金
胎
が
「
虚
無
自
然
」
・
「
純
粋
民
こ
と
い
う

『
度
人
経
内
義
』
に
見
え
る
言
葉
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
。
「
父
母
未
燐

の
前
」
以
下
は
『
度
人
経
内
義
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
省
略
し
た



6

『
道
徳
経
』
に
つ
い
て
も
と
も
に
首
章
の
同
じ
箇
所
を
引
用
す
る

0

3

な
お
『
度
人
経
内
義
』
の
「
蔵
し
て
坤
宮
[
雨
腎
問
]
に
在
り
」
以

下
の
文
章
に
つ
い
て
も
「
明
人
身
受
胎
之
後
」
に
ほ
と
ん
ど
同
文
が

見
え
る
。
省
略
し
た
『
道
徳
経
』
『
周
易
参
同
契
』
の
引
用
文
も
同

じ
く
共
通
す
る
。

当
然
、
両
者
の
閑
に
は
微
細
な
文
字
の
違
い
を
交
え
る
が
、
そ
の

中
で
見
逃
せ
な
い
の
は
「
度
人
経
内
義
』
の
「
父
母
未
交
の
前
、
混

沌
と
同
健
な
り
」
の
句
を
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
「
明
人
身
受
胎
之
始
」

で
は
「
父
母
未
熔
の
前
、
混
洞
と
同
憶
な
り
」
に
作
る
点
で
あ
る
。
『
度

人
経
内
義
』
の
こ
の
句
の
直
後
に
「
経
に
在
り
で
は
故
に
混
洞
と
臼

ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
『
度
人
経
』
の
経
文
の
「
混
洞
」
を

「
混
沌
」
と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
た
箇
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
「
抱

一
函
三
秘
訣
」
が
『
度
人
経
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
「
混
洞
」
と
い

う
語
句
を
不
用
意
に
交
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
「
度
人
経
内
義
』

を
用
い
て
作
ら
れ
た
こ
と
の
な
に
よ
り
の
証
左
と
な
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
で
ど
う
し
て
空
采
金
胎
と
い
う
概
念
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
背
景
に
は
気
一
元
論
的
生
成
論

的
な
あ
り
方
を
と
る
内
丹
理
論
と
、
『
悟
真
篇
』
の
影
響
に
よ
り
導

入
さ
れ
た
唯
心
論
的
な
性
説
の
思
想
上
の
矛
盾
が
存
在
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

上
の
「
度
人
経
』
の
文
章
で
は
修
行
者
が
造
化
の
あ
り
方
に
従
、
つ

べ
き
で
あ
る
と
し
て
空
系
金
胎
が
持
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
は
万
物
を
生

成
す
る
本
と
な
る
宋
で
あ
る
と
同
時
に
人
体
に
賦
与
さ
れ
る
と
神

性
へ
と
変
化
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
そ
れ
が
物
質

的
基
盤
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
神
性
と
い
う
意
識
の
根
源
性
を

同
時
に
兼
ね
備
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
生
成
論
と
唯
心
論
の
按
合

が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
基
本
的
に
唯
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心
論
的
立
場
に
立
つ
仏
教
で
は
厳
し
く
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
粛
応
史
が
空
呆
金
胎
を
両
者
の
根
源
に

措
定
し
た
の
は
、
内
丹
理
論
と
性
に
関
す
る
教
説
を
両
立
さ
せ
、
性

命
を
と
も
に
修
め
る
た
め
に
は
こ
れ
が
不
可
避
の
論
理
で
あ
っ
た
か

ら
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
抱
一
函
=
一
秘
訣
』
に
は
『
度
人
経
内
義
』
の
影
響
が
濃
厚
に
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
金
月
殿
の
編
纂
に
先
立
ち
、
そ
の
主
要
な
改
変

は
ま
ず
粛
応
史
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
お
そ
ら
く
こ

こ
で
『
抱
一
函
=
一
秘
訣
」
が
作
ら
れ
た
目
的
は
、
『
養
赤
子
神
方
』

を
も
と
に
滞
応
由
主
の
説
く
性
功
を
取
り
入
れ
た
内
丹
理
論
を
体
系
的

に
提
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
刊
。
特
に
『
抱
一
函
=
一
秘
訣
』

は
こ
の
部
分
を
「
明
人
身
受
給
之
始
」
「
明
人
身
受
胎
之
後
」
の
一
一

つ
の
文
章
に
分
割
し
て
整
理
し
、
「
伏
義
先
天
始
画
之
図
」
説
「
文

王
後
天
人
卦
之
図
」
説
と
合
わ
せ
て
「
明
神
室
」
の
前
に
置
く
。
「
明

神
室
」
が
『
養
赤
子
神
方
』
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
「
神
室
」
と
関
係

の
深
い
文
章
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に
は
巻
頭
で
内
丹
と

性
功
を
と
も
に
修
養
す
る
理
論
的
根
拠
を
空
宗
金
胎
と
い
う
概
念
を



用
い
な
が
ら
提
示
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

本
論
で
見
て
き
た
通
り
、
元
の
全
真
教
徒
で
あ
る
金
月
巌
に
よ
る

『
抱
一
函
三
秘
訣
』
は
も
と
も
と
南
宋
・
許
明
道
『
養
赤
子
神
方
」

肝
を
踏
ま
え
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

引
許
明
道
の
属
す
る
張
天
畳
に
始
ま
る
流
派
は
張
伯
端
以
下
の
内
丹

引
道
と
は
独
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
『
養
赤
子
神
方
』
の
内
丹
説

に
は
基
本
的
に
鍾
呂
派
の
影
響
下
に
あ
り
、
最
終
的
に
聖
胎
の
燦
成
を

制
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
養
赤
子
神
方
』
の
『
抱
一
函
一
一
一
秘

三
訣
』
へ
の
主
要
な
改
変
は
、
許
明
道
と
近
い
位
置
に
あ
っ
た
新
応
受

「
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
薪
応
受
は
『
度
人
経
内
義
』

悦
を
著
す
段
階
で
、
当
時
流
行
し
て
い
た
張
伯
端
以
下
の
性
命
説
の
影

μ
響
を
受
け
て
お
り
、
『
抱
一
函
一
一
一
秘
訣
』
で
も
性
に
関
す
る
言
説
ゃ
、

糊
新
応
受
独
自
の
空
宋
金
胎
と
い
っ
た
概
念
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

粁
一
方
、
金
蓬
頭
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
金
月
巌
は
全
真
教
の

摘
正
統
を
名
の
っ
て
い
た
が
、
彼
は
当
時
の
南
北
宗
融
合
の
時
代
に

刊
あ
っ
て
同
時
に
旧
南
宋
領
の
地
域
で
も
活
動
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

随
こ
と
か
ら
全
真
教
と
は
か
な
り
思
想
的
に
異
な
る
も
の
の
、
お
そ
ら

7

く
は
す
で
に
改
変
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
の
原

3

型
と
な
る
書
物
を
受
け
取
り
、
編
纂
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
張
天
畳

以
来
の
内
丹
道
は
こ
う
し
て
南
宗
や
全
真
教
に
接
触
す
る
中
で
消
え

て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
同
時
に
こ
う
し
た
重
層
的
な
流
れ
の
中

で
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
口
訣
は
一
つ
の
核
と
し
て
各
文
献
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
伝
わ
る
全
真
教
文
献
の
中
に
は
、
先
行
す
る
内

丹
諸
流
派
の
吸
収
や
融
合
と
い
っ
た
歴
史
的
経
緯
を
経
て
成
立
し
た

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
後
こ
う
し
た
文
献
の
発
掘
と
再
点
検
は

当
時
の
内
丹
道
や
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
の
複
雑
な
影
響
関
係
や
そ
の
消

長
に
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

+ヱ
(
1
)

宋
代
、
張
伯
端
の
影
響
を
受
け
た
内
丹
道
の
一
派
は
「
金
丹
之
道
」

等
と
称
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
名
称
に
よ
り
当
時
の

内
丹
道
内
の
諸
流
派
が
区
別
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
一
方
、
南
北
宗
の
名
称
は
明
初
ま
で
確
認
さ
れ
な
い
が
、
「
張

伯
端
の
影
響
下
に
あ
る
内
丹
道
」
と
い
ち
い
ち
記
す
の
は
煩
績
で
も

あ
り
、
ま
た
同
様
の
「
金
丹
道
」
と
い
う
名
称
は
内
丹
・
外
丹
を
問

わ
ず
用
い
ら
れ
る
用
語
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
稿
で
は

必
要
に
応
じ
て
、
後
世
の
名
称
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
当
時

の
張
伯
端
に
連
な
る
道
統
を
掲
げ
る
も
の
を
中
心
に
そ
の
影
響
下
に

あ
る
も
の
に
対
し
て
南
宗
の
名
称
を
用
い
る
。
な
お
中
国
で
は
金
丹

派
南
宗
の
名
称
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
。

(
2
)

『
道
蔵
』
は
明
正
統
本
を
用
い
、
調
穿
楼
線
装
本
に
よ
り
所
在

を
明
示
す
る
。



38 

(
3
)
任
継
愈
編
「
中
国
道
教
史
」
(
増
訂
本
)
第
十
四
章
(
中
国
社
会

科
学
出
版
社
、
一
一
0
0
一
)
を
参
照
。

(
4
)
当
時
の
内
丹
道
に
お
け
る
伝
授
と
出
版
の
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
白
玉
臓
と
そ
の
出
版
活
動
|
|
全
其
教
南
宗
に
お
け
る
師
授
意
識

の
克
服
|
|
」
(
『
東
方
宗
教
』
第
一

O
四
号
、
日
本
道
教
学
会
、

二
O
O囚
)
を
参
照
。
な
お
『
益
赤
子
神
方
』
の
最
後
に
は
や
は
り
、

本
音
を
み
だ
り
に
公
開
・
伝
授
す
る
と
天
鑓
が
下
る
と
い
う
当
時
の

内
丹
道
の
伝
授
に
お
け
る
禁
忌
が
述
べ
ら
れ
る
(
「
神
化
」
、
六
表
)
。

(
5
)
注

(
3
)
前
掲
番
参
照
。
ま
た
張
崇
富
「
「
皮
人
経
内
義
』
的
性

情
説
」
(
「
西
南
民
族
学
院
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版

M
1
5
、

二
O
O三
)
も
こ
れ
を
受
け
る
。

(
6
)
『
度
人
経
内
義
」
に
つ
い
て
は
野
村
英
登
「
天
噂
受
肉
|
|
宋
代

に
お
け
る
『
度
人
経
』
の
秘
教
的
解
釈
に
つ
い
て
|
|
」
(
『
東
洋

大
学
中
国
学
会
会
報
』
目
、
二

O
O
二
己
、
お
よ
び
注

(
5
)
前
掲

論
文
を
参
照
。

(
7
)

な
お
上
清
大
洞
玄
都
三
景
法
師
の
称
号
か
ら
新
応
由
主
は
最
上
位
の

大
洞
部
道
士
に
相
当
す
る
位
階
に
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小

林
正
美
『
唐
代
の
道
教
と
天
師
道
』
第
三
章
「
天
師
道
に
お
け
る
受
法

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
道
士
の
位
階
制
度
」
(
知
泉
書
館
、
二

O
O二一)、

ま
た
酒
井
規
史
「
南
宋
時
代
の
道
士
の
称
号
|
l
経
線
の
法
位
と

「
道
法
」
の
職
名
|
|
」
(
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
お
、
早
稲
田
大

学
東
洋
哲
学
会
、
三

O
O八
)
を
参
照
。
後
述
す
る
通
り
、
新
応
受

は
張
伯
端
『
陪
真
篇
』
の
影
響
を
受
け
る
が
、
張
伯
端
か
ら
の
道
統

を
掲
げ
て
活
動
し
た
白
玉
婚
や
弟
子
の
留
元
長
が
同
様
の
称
号
を
名

乗
っ
て
お
り
、
時
川
応
史
と
同
じ
位
階
に
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

(8)

「
且
神
室
者
、
在
心
之
化
、
腎
之
南
、
肝
之
右
、
肺
之
左
、
牌
之
穿
、

上
有
給
宮
、
日
陰
鼎
、
下
有
賀
庭
、
日
陽
強
。
是
矯
上
下
釜
、
其
中

径
寸
虚
元
、
乃
心
腎
之
問
、
矯
之
神
室
、
潟
玄
関
植
紐
。
玄
妙
哉
、

奇
妙
哉
。
」
(
「
神
室
」
、
ニ
表
)

(
9
)

「
夫
追
三
来
者
、
乃
天
地
未
判
之
来
、
持
龍
虎
始
婦
之
精
、
魚
大

丹
薬
物
。
溜
天
地
杏
冥
悦
惚
之
時
、
否
恭
之
機
括
、
歪
斯
時
可
以
凝

神
於
室
中
、
倹
天
地
之
符
信
一
至
、
則
民
神
化
生
、
骨
周
異
種
子
也
。

嬰
妙
在
日
訣
。
」
(
「
追
ご
克
己
、
三
)

(
叩
)
二
十
四
山
と
は
、
戊
己
を
除
く
十
干
と
十
二
支
、
乾
坤
艮
巽
の
四

卦
を
合
わ
せ
、
二
十
四
方
位
を
表
し
た
も
の
を
指
す
。

(
日
)
「
自
内
上
迩
符
」
(
「
温
水
」
、
四
裳
)
と
あ
る
が
、
二
十
四
山
の
配

列
か
ら
見
て
「
内
」
は
「
丙
」
に
作
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
抱

一
函
三
秘
訣
」
「
火
候
要
旨
」
の
該
当
箇
所
も
「
丙
」
に
作
る
。

(
ロ
)
鍾
呂
派
の
内
丹
説
に
つ
い
て
は
石
田
秀
実
『
気
流
れ
る
身
体
』
(
平

河
出
版
社
、
一
九
八
七
)
を
参
照
。
た
だ
し
玉
液
還
丹
や
金
浪
速
丹

で
説
か
れ
る
津
波
の
咽
法
や
金
液
煉
形
と
い
っ
た
具
体
的
な
功
法
は

「
養
赤
子
神
方
』
に
相
当
す
る
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

(
日
)
『
情
真
篇
』
の
内
丹
法
に
つ
い
て
は
吾
妻
重
二
『
宋
代
思
想
の
研
究
』

E
病
第
二
章
「
『
悟
真
篇
』
の
内
丹
息
想
」
(
関
西
大
学
出
版
部
、

三
O
O九
)
、
ま
た
拙
稿
「
全
真
教
南
宗
に
お
け
る
性
命
説
の
展
開
」

(
『
中
国
哲
学
研
究
』
目
、
東
京
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
、
二

O
O
O
)

第
三
章
な
ど
を
参
照
。

(M)

た
と
え
ば
『
霊
宝
畢
法
』
に
は
「
或
出
入
不
熱
、
往
来
無
法
、
一

去
一
来
、
担
由
再
入
本
躯
、
神
魂
不
知
所
在
、
乃
捌
帽
子
坐
化
、
道
流

之
戸
解
也
」
(
巻
下
「
超
脱
」
第
十
、
一
一
裏
)
と
あ
る
。



(
日
)
こ
れ
ら
の
詩
は
鍾
離
権
の
詩
を
集
め
た
『
破
迷
正
道
歌
』
(
道
蔵

第
一
三
三
冊
)
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
当
時
、
鍾
雌
権
や
邑

洞
賓
の
詩
詞
は
詩
訣
・
丹
訣
と
し
て
道
士
た
ち
の
中
で
広
が
っ
て
い

た
よ
う
で
、
こ
こ
に
見
え
る
詩
は
李
簡
易
や
白
玉
婚
ら
の
い
わ
ゆ
る

南
宗
系
統
の
内
丹
書
に
若
干
の
文
字
の
異
同
を
交
え
な
が
ら
散
見
さ

れ
る
。

)
(
日
)
寅
公
望
の
生
平
に
つ
い
て
は
湊
信
幸
「
黄
公
望
略
伝
(
上
)
」
(
『
東

軒
京
国
立
博
物
館
紀
車
問
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
四
)
を
参

て

考

に

し

た

。

い
(
げ
)
金
蓬
頭
像
は
下
永
誉
『
式
古
堂
書
面
恭
考
」
巻
三
十
三
に
収
め
る
。

日
(
団
)
隙
兵
も
金
蓬
頭
が
金
月
巌
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し

制
て
い
る
(
隙
兵
『
道
教
之
道
』
、
今
日
中
国
出
版
社
、
一
九
九
五
、

秘

八

四

1

八
五
頁
)
。
ま
た
金
蓬
頭
の
活
動
に
つ
い
て
は
郭
樹
森
「
全
真

一-一函
道
伝
入
江
西
及
其
蕃
街
」
(
『
江
商
社
会
科
学
」
第
9
期
、
一
九
九
六
)

ト

も

参

照

。

『
(
凶
)
「
月
渓
、
白
紫
清
徒
也
。
」
(
『
幌
泉
集
』
巻
四
「
金
野
庵
伝
」
)

μ
(却
)
一
例
と
し
て
宿
真
阜
の
序
文
に
対
応
す
る
箇
所
を
挙
げ
て
お

怖
く
。
「
張
良
人
目
、
須
首
洞
院
除
陽
、
深
遠
造
化
」
(
『
抱
一
函
一
一
一
秘
藍

子
「
宗
数
物
理
体
用
論
」
、
一
七
表
)
。
そ
の
他
に
も
「
呆
数
物
理
体
用
論
」

あ
に
は
張
伯
端
の
著
作
に
正
確
な
対
応
箇
所
が
見
い
だ
せ
な
い
「
張
民

脚
人
」
の
引
用
が
二
箇
所
見
え
る
。

沼
(
幻
)
「
須
要
洞
暁
陰
陽
、
深
迷
造
化
、
方
能
追
二
試
於
黄
道
、
曾
三
性

日
於
元
宮
、
横
族
五
行
、
和
合
凹
象
、
始
得
玄
珠
成
象
、
太
乙
師

異
」
(
『
紫
陽
真
人
倍
真
篇
註
疏
』
[
道
蔵
第
六
一
l

六
二
冊
]
序
、

一
回
裏
一
五
表
)
。
な
お
『
養
赤
子
神
方
』
の
「
追
二
元
…
」
・
「
会
三
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性
」
・
「
族
五
行
」
各
章
は
『
悟
真
篇
』
の
こ
の
文
章
を
意
識
し
て
香

か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
養
赤
子
神
方
」
に
は
基

本
的
に
『
悟
真
篇
』
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
悟
真
篇
』
の
影

響
を
受
け
る
繭
応
受
と
許
明
道
が
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
許
明
道
も
「
悟
其
筒
』
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

(
辺
)
『
養
赤
子
神
方
』
の
該
当
箇
所
で
は
「
不
腐
有
元
」
に
作
る
こ
と

か
ら
、
あ
る
い
は
こ
こ
は
「
二
有
一
軒
こ
で
は
な
く
、
本
来
「
一
有

一
証
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

(
お
)
『
養
赤
子
神
方
』
の
該
当
箇
所
で
は
「
若
専
心
守
一
、
不
能
感
物
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
こ
は
「
物
来
則
臨
」
で
は
な
く
、

本
来
「
物
来
則
不
服
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
直
後
の
「
締
伯

之
流
」
も
「
物
来
不
腔
」
に
作
る
。

(μ)
例
え
ば
周
無
所
住
『
金
丹
直
指
』
(
道
蔵
第
七
三
九
冊
)
「
或
問
」
・

翁
穣
光
『
二
一
乗
秘
要
』
「
神
仙
抱
一
之
道
」
な
ど
。
後
者
に
見
え
る
「
並

化
」
は
「
普
化
」
の
批
伝
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
『
悟
真
篇
』
の
影

響
を
強
く
受
け
る
越
友
欽
『
仙
仏
同
源
』
「
即
非
心
神
第
五
」
(
『
道

虫
回
全
集
』
、
中
図
書
庖
、
一
九
九
O
)
に
も
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
。

(
お
)
全
真
教
と
張
伯
端
以
下
の
内
丹
道
の
接
触
は
南
宋
滅
亡
前
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
融
合
は
南
宋
滅
亡
以
降
で
あ
ろ
、
っ
。

(
お
)
初
期
の
全
真
教
の
内
丹
説
に
つ
い
て
は
、
張
広
保
『
金
元
全
真
道

内
丹
心
性
学
』
(
生
活
読
書
新
智
三
聯
書
庖
、
一
九
九
五
)
、
嶋
屋
邦

夫
「
金
代
道
教
の
研
究
|
|
玉
重
陽
と
馬
丹
陽
|
|
』
(
汲
古
書
院
、

一
九
九
三
)
・
『
金
元
時
代
の
道
教
|
|
七
真
研
究
|
!
』
(
汲
古

書
院
、
一
九
九
八
)
な
ど
を
参
照
。

(
幻
)
真
宗
序
は
『
元
始
無
量
皮
人
上
品
妙
経
四
注
』

(
道
蔵
第
三
人
1
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三
九
冊
)
に
、
徽
宗
序
は
『
霊
宝
担
量
度
人
上
品
妙
経
符
図
』
(
道

蔵
第
六
七
冊
)
に
残
る
。
ま
た
『
太
上
洞
玄
霊
宝
無
量
度
人
上
品
経

法
』
(
道
蔵
第
四
七
四
八
冊
)
の
御
註
は
徽
宗
の
政
和
御
設
と
さ

れ
る
。

(
お
)
「
内
義
目
、
八
節
八
卦
入
室
運
符
進
火
、
以
冬
至
之
日
子
時
篇
首

起
火
、
州
制
剖
開
叶
劇
刈
剥
矧
1
剥
州
捌
剤
耐
湖
叶
酬
明
1
欄
剖
叫

州
司
制
問
削
側
到
利
樹
剰
相
判
矧
附
劇
削
淵
失
。
斗
割
ヨ
吋

副
引
到
剣
対
住
、
剣
刈
組
組
至
神
劃
4
刻
矧
糊
紺
、
感
冬
至
立
春
節
、

状
艮
卦
。
卯
時
休
浴
、
周
剛
組
刈
1
到
団
対
住
。
剣
刈
週
組
到
悩
洲
叶

臆
春
分
立
夏
節
、
震
巽
卦
。
闘
刈
至
梱

1
午
時
組
矧
「
劃
刷
出
制
住
。

剣
劇
推
述
、
倒
劉
刷
矧
倒
刈
劃
1
対
洲
制
剃
1
臨
夏
至
、
立
秋
節
、

離
坤
卦
。
酉
時
州
制
叶
劇
附
湖
制
1
到
刻
末
住
。
民
党
山
剖
川
1
斗
州
四

来
倒

1
腰
秋
分
、
立
冬
節
、
免
乾
卦
o

・e
・
」
(
巻
二
、
二
六
裏

三
七
表
)
。
こ
こ
で
は
『
養
赤
子
神
方
」
・
『
抱
一
函
三
秘
訣
』
と
異

な
り
、
内
丹
の
運
行
を
十
一
一
支
の
み
で
説
明
し
、
経
文
の
「
八
節
之

日
」
を
ふ
ま
え
て
八
節
や
八
卦
と
関
連
づ
け
て
い
る
。
な
お
傍
線
部

は
「
接
赤
子
神
方
』
「
進
火
」
「
温
水
」
と
同
文
の
箇
所
を
示
す
。

(
却
)
気
一
元
論
的
造
化
論
の
あ
り
方
を
取
る
儒
道
一
一
教
に
対
し
、
唯
心

論
的
な
仏
教
が
し
ば
し
ば
対
立
し
て
き
た
こ
と
は
、
小
野
沢
精
一
他

編
『
気
の
思
想
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
人
)
な
ど
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
儒
仏
間
の
激
し
い
応
酬
に
つ

い
て
は
荒
木
見
悟
戸
新
版
・
儒
教
と
仏
教
」
(
研
文
出
版
、
三

O
O
一)

を
参
照
。

(
初
)
そ
の
他
、
「
抱
一
函
三
秘
訣
』
に
見
え
る
先
天
易
の
説
に
注
目
す

る
も
の
も
あ
る
が
(
朱
伯
昆
「
従
太
極
図
看
易
学
思
惟
的
特
徴
」
、
『
中

華
易
学
』
日
巻
U
期
、
-
九
九
六
)
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の

機
会
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。


